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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】平成24年11月8日(2012.11.8)

【公表番号】特表2012-517899(P2012-517899A)
【公表日】平成24年8月9日(2012.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-031
【出願番号】特願2011-549491(P2011-549491)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｄ  41/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｄ  41/38    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月21日(2012.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　加えて、バルブと一体となっているハウジング１４にシリンダ１２を固定するために、
駆動装置１０は、固定ピストンと呼ばれる第２のピストン３２を具備する。このピストン
３２は、図２ｃで理解できるように、シリンダ１２をハウジング１４に対して締め付ける
ことによってロックするように、ハウジング１４の壁３４に係止するように構成される。
さらに具体的には、第２のピストン３２は、シリンダ１２とハウジング１４の壁３４との
間でシムを形成するようにされた裾状部３３を具備する。固定ピストン３２及びハウジン
グ１４の壁３４は、これらを貫通する主ロッド１６を有し、このロッド１６が、ピストン
２２の移動の影響下で摺動することを可能にする。特に図２ｂで理解できるように、ピス
トン３２は、シリンダ１２と共に、一方では第２の主液圧室２６の範囲を定め、他方では
、シリンダの前部分（前方向は、図１ｂに矢印Ｘによって示されている。）に配置された
第３の液圧室３６の範囲を定める。したがって、第２の液圧室２６は、一方では主ピスト
ン２２によって、他方では固定ピストン３２によって範囲を定められる。したがって、共
通の室は２つのピストンの動作のために使用され、それによりスペースを節約する。第３
の液圧室３６には、図５に示される供給路３８によって流体が供給される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　駆動装置１０を注入取瓶から取り外すことが所望されるときに、以下の工程が適用され
る。まず第１に、バルブが図２ｆに示されるようにピストン２２を配置することによって
閉鎖されている。流体が次いで、通路３８，７４に導入され、このことにより、後ろ向き
にピストン３２を移動させ、ひいてはシリンダ１２をハウジング１４に対して解放するこ
とと、前向きにピストン６２を移動させ、それにより非活動位置に阻止手段４０を戻すこ
とという２重の効果がもたらされる。端部６６が前向きに進むと端部６６がアームの端部
５８と協働し、端部５８が中央向きにアームの端部５４を枢動し、ひいてはスタッドを非
活動位置に戻すことに留意されたい。スタッドのこの非活動位置において、端部１８をハ
ウジング２０から抜き取り、場合により従前に後ろ向きにピストン２２を移動させておい
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て、次いで駆動装置をハウジング１４から容易に取り除くことが可能である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　結合手段４０を制御する手段６２，６４は、有利には、ロックを外す手段９０，９２を
制御する。これは、装置１０とバルブ１３との間の結合が行われる前に、バルブが、図４
ａに示されているロック位置にあるからである。その結果、シリンダがハウジング１４内
に及びハウジング２０の内部の主ロッド１６内に導入されると、結合ピストン６２の摺動
の影響によるスタッドの移動が、ロック位置から図４ｂに示されているアンロック位置へ
のロックする手段９０の移動を引き起こす。さらに正確には、傾斜付き表面４２は、スロ
ット９２を解放、ひいてはバルブ１３を解放するために、留金９０の傾斜付き表面と協働
して、留金を上向きに移動させる。さらに、駆動装置１０が取り外されたときに、有利に
は、さらに、スタッドが非活動位置になると共にバルブが閉鎖されたときに、留金は、手
段９４の影響を受けて、スロットにもう一度配置される。このことにより、バルブが閉鎖
位置にロックされる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体金属を鋳造するための調整バルブを駆動する装置（１０）であって、
　　　バルブの開放及び閉鎖を制御する主ロッド（１６）と、
　　　主ロッド（１６）をバルブに結合させる手段（４０）と、
　を具備する、
　装置において、
　さらに、結合手段（４０）を活動状態及び非活動状態にすることができる、結合手段を
一定の距離を置いて制御する手段を具備する、
　装置。
【請求項２】
　結合手段を制御する手段が、結合ロッド（６４）に接続された結合ピストン（６２）を
具備し、
　結合ロッドの端部（６６）が、結合ピストン及び結合ロッドを摺動することによって結
合手段（４０）を活動状態及び非活動状態にすることができる、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　結合ロッド（６４）が、主ロッド（１６）の内部に摺動可能に取り付けられる、
　請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　結合手段（４０）が、主ロッド（１６）に取り付けられた少なくとも１つのスタッドを
具備し、
　－　スタッドが、主ロッド（１６）に対して横方向に拡がりながら主ロッド及びバルブ
を結合することができるようにこのロッドから突出する活動位置と、
　－　スタッドが、主ロッド及びバルブの結合を外すことができるように、主ロッド（１
６）内に少なくとも部分的に引っ込められる非活動位置と、
　の間において、主ロッドに対して移動することができるように、スタッドが取り付けら
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れている、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５】
　主ロッドの端部（６６）が、バルブのハウジング（２０）に受容されるようにされてお
り、
　スタッドが、活動位置にあるときに、ハウジング（２０）内にこの端部を保持するよう
に構成された停止表面（４４）を具備する、
　請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　さらに、結合手段（４０）を非活動位置に戻す手段（５０）を具備する、
　請求項１～５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項７】
　バルブと一体となっているハウジング（１４）に少なくとも部分的に受容されるように
されたシリンダ（１２）を具備し、
　主ロッド（１６）に接続された、主ピストンと呼ばれるピストン（２２）を具備し、か
つ、
　シリンダ（１２）をハウジング（１４）に対して固定するように構成された、固定ピス
トンと呼ばれる別のピストン（３２）を具備する、
　請求項１～６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
　一方では主ピストン（２２）によって、他方では固定ピストン（３２）によって範囲が
定められた液圧室（２６）を具備する、
　請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　固定ピストン（３２）が、固定ピストンを貫通する主ロッド（１６）を有する，
　請求項７～８のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１０】
　結合手段を制御する手段が、結合ロッド（６４）に接続した結合ピストン（６２）を具
備し、
　駆動装置（１０）が、制御ユニット（８１）によって、３つの液圧接続（７７，７８，
７９）、すなわち、
　－　ユニットと、主ピストン及び固定ピストンによって範囲が定められた液圧室（２６
）との間の第１の接続（７７）と、
　－　ユニットと、主ピストン及びシリンダによって範囲が定められた液圧室（２４）と
の間の第２の接続（７９）と、
　－　ユニットと、固定ピストン及びシリンダによって範囲が定められた液圧室（３６）
と結合ピストン及びシリンダによって範囲が定められた液圧室（７０）との両方の液圧室
を接続する通路との間の第３の接続（７８）と、
　である３つの液圧接続を用いて、主ピストン（２２）、固定ピストン（３２）及び結合
ピストン（６２）を制御することができるように構成されている、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　バルブを閉鎖位置にロックすることができ、
　結合手段（４０）を制御する手段（６２，６４）がさらに、バルブのロックに関する手
段（９０）を制御する、
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の装置と調整バルブとからなる組立体であって、
　さらに、案内要素（９６）を具備し、
　駆動装置の部分を受容するハウジング（１４）を具備し、
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　ハウジングが、バルブの部分（１３）とバルブの移動の際に結合手段を案内する手段（
９８）とを受容する、
　組立体。
【請求項１３】
　調整バルブ及び注入取瓶の両方又は一方に、請求項１～１２のいずれか１項に記載の駆
動装置（１０）を取り付けかつ取り外す装置であって、
　駆動装置の自動的な取り付け及び取り外しを提供するように構成された、
　装置。
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